
2025 年度 学校関係者評価 

日本文教幼稚園 

１． 園の教育目標 

「心を高める」 

 思いやり：利他の心 

 勇 気  ：高い志 

 主体性 ：思考力 

２． 本年度に定めた重点的に取り組む目標 

① 環境構成 

② 農園活動 

③ 異年齢保育の充実 

④ 子どもの健康留意・体力の向上 

⑤ 行事のあり方 

３． 評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 取り組み内容 自己評価 評

価 

計画性 ・子どもの実態を的確に掴み

具体的な手立てをしている

か 

・園の教育理念・教育方針に従

って目標を設定しているか 

・子どもの良さを見つけて評

価しているか 

・子ども達が主体的に行動し、楽しいと思える保育を心掛け、子ども達

の良いところを見つけ、お互いに認め合っていった 学年の到達目

標を共通理解する必要があった 

・年間指導計画や行事等職員同士で綿密に話し合い、共通理解をも

ち、PDCAサイクルを意識して保育を進めることが出来た 

・どの学年も・行事の内容や時期等についての見直しが必要で、子ども

の姿を考えて決めていった 

B 

保育のあり方 ・環境の構成 

・健康と安全への配慮 

・子どもとの関わりと理解 

・保育者同士の協力・連携 

・子どもの声に、耳を傾けるようにし、できるだけうなづく質問でな

く、言葉で伝える質問をするようにしてきた 

・職員会議等で子どもの事について共有したり、相談したりして共有

し、保育者同士のコミュニケーションを気軽にできるようにした 誰

でも意見が出せる雰囲気を心掛け、積極的に自分の意見やアイディ

アを発言できるようになった 

・子どもの体調等些細な変化にも注意して見ることが出来た 

・アレルギーの子の給食等チェック体制を強化し、落ち度がないように

配慮した 

・職員は、失敗を恐れずにいろいろなことに挑戦することが出来た 

・SDGｓ「りったくん」動画を保護者と共有し、共通理解することが出来

た 

・築山では、子ども達の運動量が増え、足を鍛えることが出来た 

 

A 

教師としての資

質・能力・適正 

・専門職としての能力・良識・

義務 

・組織の一員としてのあり方 

・事務処理・報告相談 

・気になることは積極的に調べたり読んだりするようにし、常に幼稚園

の先生ということを意識した 

・自分の行動に自信が持てないとき、他の職員に聞いて処理したり、ま

た失敗した経験からどうすれば失敗しないかを考えたり、違う観点

から考えられるようになった 

・誰に対しても伝わりやすく、簡潔に話すことを心掛けた 

・笑顔を大切にし、常に気持ちを安定させ負の感情を出さないように

し、自分の事だけ得なく周りの事も気にかけた 

A 

保護者への対応 ・保護者と保育者が家庭での

あり方と保育について共通

理解 

・情報発信 

・保護者対応や外部の方との関わりの際には特に言葉遣いや礼儀に気

を付けた 

・毎日、ブログを発信し、子ども達の頑張りや変化など園でやったこと

だけでなく子どもや親の気持ちを合わせて伝えた 

・保護者が参加する行事や送迎の必要な際の連絡が遅く保護者に迷惑

をかけてしまったことがあった 

・インスタグラムの発信数を増やしていく 

B 

研修と研究 ・研修・研究への意欲、態度 

・保育者としての専門性に関

する研修、研究 

・遊具、教材に関する研修・研

究 

・公開保育を行うことで、自分だったらこうするという点で考えられる

ようになり、自分の保育にも生かしやすくなった 

・SNS で情報を収集し、研修会に意欲的に取り組むことが出来き、研

修会報告もしっかり行うことが出来た 

A 



安全管理 ・学校防災計画等の作成、実

施  

・危機管理マニュル等の作成、

活用  

・安全点検、教職員の安全対

応能力の向上 

・交通安全教室の実 施  

・地震・津波・火事・不審者等の避難訓練を毎月行い、引き渡し訓練を

行った。 

・職員も子どももとっさの判断が出来るように全く知らされていない

状況の中で何回も経験することが大切で、実施していく中で改善し

ていきたい 

・起震車の体験ができた 

・ヒヤリハットの報告・対処等職員で共有した 

A 

農園・食育の充実 ・食物の観察と収穫 

・食育体験 

・農園だけでなく園で栽培することが増えたため、子ども達の水やり

や観察等身近に行うことが出来た 

・収穫物を使った料理作りを子どもと一緒に考え、もっと体験させた

い 

・自分たちで育て、収穫体験・食育をしたことで好き嫌いが少なくなっ

た 

・農園では収穫だけでなく、何度か泥遊びをしたりし、思いっきり自然

を感じることが出来た  

・農園に行く回数を増やしたい 

A 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理 由 

   A ・重点目標に向かって、職員一丸となって取り組むことが出来ていた 

・カリキュラムの改善・行事等の見直し、保育の充実を行い、本園の良さを知っていただけた 

・次のステップにつなげていけるよう、教職員一人ひとりが自覚し、進めていくことができたと感じる 

５．今後取り組むべき課題 

・保育内容の改善・充実 

今の園児の実態に即した、保育内容の見直しを園全体で実践していく（バランスのとれた自由保育と一斉保育の改善・工夫、行事の

あり方・幼児期終了までに育ってほしい１０の姿に即した保育内容の見直し等） 

・幼稚園全体のねらいや保育内容を明確にしたり、振り返りを行う PDCAサイクルを位置づけていく 

・今年度も幼稚園の PR 活動については、インスタグラムやおうちえん、説明会等において、改善・工夫を行ってきているが、さらに、工

夫を重ねていきたい 

 

保育 

 ・子ども達が主体的に行う活動を増やしていきたい 

 ・体力向上に努めていく 楽しく活動できるようにする 

 ・基本的な生活習慣や態度が身についていない子もいる 保育者が手を出しすぎないようにする 

 ・子どもの見本になる言葉遣いを意識する 

 ・どの職員もどの学年の到達目標を共通で認識する（どのようなねらいをもって保育するのか等） 

 

農園活動  

 ・作物について成長過程を観察したり、絵で表現したりもっと興味を持たせたい 

 ・保護者も一緒に体験できる活動を増やす 

 ・園庭で栽培していることもあり、農園に行く回数が少なかった 

 ・農園で収穫して終わるのでなく、その場で食べられるようにしたい 

 

行事 

 ・わくわくタイムは、ペアを決めなくても良い 自由遊びの時間を多くとる 

 ・行事のねらいがはっきりしていないものが多い もう一度しっかり話し合いを行う 

 ・年長児の負担が大きい 覚えることが多く、負担に感じてしまう子もいる 内容を変えないとその点は解決しない 

 ・親子遠足が雨天で中止になったのは残念 予備日をもうけるか・・・雨天でも決行できる場所を考える 

 ・３学期の始業式を小学校とあわせる 

 ・それぞれの行事等の担当の先生が何をしているのかわかりにくい いつまでに何をやらないといけないのかをリスト化し、可視化す 

ることで、担当の先生以外にも仕事を振りやすくなる 

 ・防災訓練の日が分かっているので、どうせ訓練・・と思っている子もいた 知らせないで行う訓練を多くする 

 ・防災訓練は、年間行事に入れずに行う方が良い 防災の知識を伝える日や週を決めておく 

 ・お店屋さんごっこのお金について ワンコイン等簡単な方法から取り組んでみる 

 ・お店屋さんごっこで、ポイントカードで意識的に頑張れるようになったこともある 品物作りを仕事としてお金を渡しても良い 

 ・文教祭りの日にちを時期を遅くする プール遊びを十分に行うことが出来る 

 ・引き渡し訓練を年２回行ってはどうか 途中入園の子の為にその他 

 ・一度みんなで決めたことが気づいたら変わっていることがあった 

 ・報連相を徹底する 



 ・保護者が参加する行事や送り迎えが必要な際の連絡を早めに行う 

 ・口頭連絡でなく必ず、日誌に入れる 

 ・色々なことを話し合える時間を設定したい 

 ・保護者のお知らせで、おうちえん（指導計画・クラスだより）・メールがあるがどれで発信したかわからなくなってしまう 

 ・職員が知らない決定事項があると保護者対応に困ったり、人によってばらばらな対応になってしまう 

 ・パートの職員を含め、共通認識を持っていないもの・ことが多い 

 ・パソコン機能を覚え誰でも出来るようにする 

 ・インスタグラムに月の更新を学年ごとにして２週間に１度くらいにする 

 ・リ英習体が、２日で終わる時は同じ週に入っていても良いと感じたが、１月の始業式の時のように重なってしまうと何もできない 

 

６ 学校関係者評価委員会の評価 

・職員全員で創意工夫を凝らし、質の高い保育を提供することが出来ていたと感じた 

・全体について、自己評価が適切に行われている 

・園行事等、子ども達の実態を見て、新たな試みに挑戦しようとしている職員の取組みが素晴らしいと感じた 

・宿泊保育では、急な宿泊場所の変更でしたが、子ども達が楽しめるような活動を考え、子ども達も充分満足することが出来た また、

音楽会の器楽合奏でも色々な楽器に触れ、体験して自分たちでたたき方ややり方を見つけたことは、子ども達にとって大きな力とな

ったことだと思います 

・職員が、子ども達と一緒に感じたり、考えたりしみんなで作り上げていく活動を心掛けている また、子どもたち主体の行事となるよ

うに、各行事の目的・意義について、職員同士が共通理解し、年齢に応じたねらいや内容をこれからも設定して欲しい 

・何が必要で何を省いても良いのかをしっかりと見極め、職員間でしっかり話し合っていただきたいと思う 楽しく活動することはもち

ろんだけれども子ども達の可能性を信じ、高い目標を設定してそれに向かって頑張って挑戦する気持ちも大切にしていって欲しい 

・保護者アンケート結果について良い評価をいただいている 厳しい意見もありましたが、謙虚に受け止め、次に生かしていけば良いと

思います 子ども達の満足をいかに保護者に伝えていくか、共有化できるかが保護者の満足度に繋がっていくことだと思います 

 

【保護者意見】 

・この一年我が家で良いなあと感じたところは、すべての行事はもちろんのこと畑でお芋を食べたり、すいか割りしたり、お餅つきをし

たり何気ない生活の中に組み込んでくれる楽しい経験があり子どもも楽しかったようです。 

・子ども達を第一優先に指導して下さりありがとうございます 

・気が付かなかった子どもの素敵なところに先生が気付いてくれた 

・保護者の参加のある行事の日程や時間等の連絡を早く教えて欲しい 

 ⇒申し訳ありませんでした 保護者の方が参加するものにつきましては、できるだけ早く連絡させて頂きます 

・第 2避難場所が磐田信用金庫で、大地震や津波があった時安全に移動できるか 

 ⇒歩いて避難する練習も行っています 車の通る広い道路は、災害の際信号無視をしてくる車等あったり、何が起こるかわからないた

めに自分の目でしっかり確認することを常に指導していきたいと思っています 

・スッパツ・タイツが禁止になって、子ども達が寒い思いをしていないか心配になります 

 ⇒できるだけ薄着で過ごす習慣をつけていきたいと思います 冬でも築山で裸足になって駆け回っている子もいます 身体をたくさ

ん動かして汗ばんでいる子も見られます たくましい子に育てていきたいと思っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


